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畜産ニュース 
◎寒冷地等への 

県有貸付牛の導入きます 
 県畜産課では、昭和 37年度の寒冷地等特殊地域営

農改善家畜貸付事業による、乳牛と和牛雌牛の導入

地域の選定を急いでいたが、５月下旬農林省で協議

を行い導入市町村を次のとおり決めた。 

（和牛）＝真庭郡勝山町、上房郡北房町、新見市に

黒毛和牛種各１セット（40頭以下同じ）づつ、（乳牛）

＝真庭郡八束村および川上村の両村でジャージー種

１セット。川上郡川上町、吉備郡足守町、久米郡久

米町、赤磐郡吉井町にホルスタイン種各１セットの

合計８セット（和牛３、乳牛５）。 

 この事業による雌牛導入は、昨年までは国有牛と

して県に貸し付けたうえ指定集落農家へ集団的に飼

育管理を委託されいたが、今年度からは２分の１国

庫補助による県有貸付牛として導入されることにな

っている。購買わくは和牛（１頭）４万円、乳牛６

万円。導入時期は和牛は７、８月のセリ市場で購買

し配布の予定で、乳牛も近く購買計画がたてられる。 

 この雌牛は指定貸付農家で繁殖し畜産による営農

改善を行ない、２度目の雌仔牛を県に返納すること

によって、貸付牛は無償で譲り渡すことになってい

る。 

◎鶏卵の改善共励会の実施計画 

 県畜産課では、岡山県産移出鶏卵の品質と荷造を

改善して、市場での取引を有利にすることを目的に、

今年度分として第６回岡山県移出鶏卵品質荷造改善

共励会を、７月１日から８月 31 日までの２カ月の間

に阪神市場で開催することにしている。これには系

統出荷農協のうち１回の出荷が 30箱以上の、県経済

連、美作鶏卵出荷組合、西大寺養鶏連笠下の―11 組

合が参加する予定。審査は期間中に入荷したものの

うちから、県畜産課や大阪経済事務所係員によって

抜取りによって行なわれ、岡山県移出鶏卵検査協会

が後援する。 

◎蒜山で中国５県畜産課長会議開く 

 恒例の本年度中国５県畜産課長会議は５月 29、30

日の両日、真庭郡川上村の山陽休暇村で各県畜産課

長ほか関係者 11名が主席して開かれ、農林省の昭和

38 年度予算編成に対する要望などの協議を行なった。

また 30日には附近の大規模草地開発現地、酪農大学

校などの畜産施設を視察した。その結果国に対する

要望事項をつぎのとおりきめた。 

○法律等制度上の制定改定を要するもの 

（１）国有林、公有林、私有林、開拓予定地、離農

後地の牧野共同利用への解放促進 

（２）畜産特技改良普及員の畜産局への所属 

○畜産振興上新たに予算化すべきもの 

（１）家畜の改良増殖対策（空胎防止推進に対する

助成、国営の家畜精液銀行設置促進、地方種畜

場（畜産試験場）の新設ならびに整備拡充に対

する助成 

（２）畜産経営改善対策（主畜経営モデル農家の設

置助成、家畜飼養の経済調査に対する助成） 

（３）畜産指導体制の確立（国費支弁職員および助

成職員の設置、都道府職員の研修に要する経費

の助成） 

（４）家畜保健衛生対策（家畜保健衛生所の増改築

に対する助成、家畜保健衛生所の機具の新設、

更新、増設に対する助成―自動車、オーバイ、

備品） 

（５）飼料基盤の整備（里山交換分合に対する助成、

自給飼料調製機械の設置助成 

（６）畜産物の流通改善対策（国営の家畜市場およ

び枝肉取引市場の設置畜産物の消費拡大への促

進に対する助成＜乳、肉、卵＞需給調整用粉乳

製造施設の設置に対する助成 

○従来の予算措置で継続、拡大を必要とするもの 

（１）優良種雄畜の設置に対する助成の継続並びに

増額（助成できない場合は＝国有種雄畜の全面

貸付、優良種雄畜計画生産事業及び集団育種基

地設定事業に対する助成 

（２）草地造成事業における助成率及び事業費の標

準単価の増額、並びに採択基準の緩和 

（３）学校給食用牛乳供給事業の拡大推進 

（４）草地改良用機械の枞の拡大及び更新に対する
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助成 

○国の試験研究機関に対する要望事項 

（１）多胎の研究 

（２）多頭飼育する場合の合理的畜舎および省力技

術体系の研究 

（３）多頭飼育の家畜生理障害に対する研究 

○その他 

（１）国の各種補助事業についてはすべて事務費補

助をつけられたい。 

（２）地方庁における国庫助成の畜産関係（草地、

自給、飼料を含む）の試験研究は、種畜場（畜

産試験場）において実施する用に措置せられた

い 

（３）積寒地帯に対する貸付牛の貸付対象を市町村

に改められたい。併せて補助単価を増額された

い。 

◎国体馬術競技の準備すすむ 

岡山国体で行なわれる馬術競技は、10月 21日の開

会式に続いて、22 日から５日間にわたって岡山大学

の馬場で行なわれるが、このほど同競技に使われる

馬３頭の購入が決まった。 

 購買には係の一員として県畜産課の石井衛生係長

も出張し、大津市営乗馬クラブからトキ風号、マイ

ヒニアン号の２頭 岡崎市からは５月号を譲り受け

ることになった。いずれも障害レースの優秀馬でこ

れらは岡大の厩舎が完成する６月20日すぎに到着の

予定 

ラジオ農業学校畜産関係放送番組 

（ＮＨＫ・岡山第２ 午前６時４０分から７時） 

岡山－1600、津山―1540 新見―1540キロサイクル 

〔６月〕 

12 火 衛生 家畜に寄生虫をなくするには 

 石井 敏雄 

13 水 飼料 飼料作物の病虫害 栗山 光春 

14 木 養鶏 新しい鶏の病気 大西 務 

20 水 養鶏 悩まされるコクシジゥム 大西 務 

21 木 養鶏 新しい養鶏経営 出口 孝吉 

23 土 酪農 乳質改善について 竹原 宏 

26 火 養鶏 夏のケージ鶏の管理 岩本 敏雄 

27 水 養鶏 産卵の増加と飼料 出口 孝吉 

28 木 和牛 和牛と粗飼料（２）和田 宏 

30 土 酪農 夏の乳牛管理 岡 秀行 

〔７月〕 

５ 木 経営 これからの畜産経営のあり方（４） 

 蔵知 毅 

10 火 養豚 豚の夏の管理 森谷 昇一 

12 木 飼料 飼料基盤の考え方 中島 大二 

19 木 飼料 草地造成のあり方 中島 大二 

  


